
あ
か
し

じ
ょ
う

ぶ
　
け
　
や

し
き

丘震
。明
石
城
武
家
屋
敷
跡

１
　
所
在
地

２
　
調
査
期
間

一
（第

一
次
調
査
）
兵
庫
県
明
石
市
天
丈
町
、

調
査
▼

六
　
兵
庫
県
明
石
市
東
仲
ノ
町
、
一

一　
兵
庫
県
明
石
市
山
下
町
、
三

・
五
　
兵
庫
県
明
石
市

大
明
石
町
、
四
　
兵
庫
県
明
石
市
本
町

一
（第
一
次
調
査
）

一
九
八
五
年

（昭
６０
）

一
一
月
―

一
二

月
、
（第
三
次
調
査
）

一
九
八
六
年
五
月
１
七
月
、
二
　
一

九
人
七
年
九
月
―

一
二
月
、
三
　
一
九
九
〇
年

（平
２
）

八
月
１

一
〇
月
、
四
　
一
九
九

一
年

一
〇
月
、
五
　
一
九

九

一
年

一
〇
月
―

一
二
月
、
六
　
一
九
九
三
年

一
月

―
四
月
、
七
　
一
九
九
六
年

四
月
１
五
月
、
人
　
一
九
九

六
年
人
月
１

一
〇
月
、
九

一
九
九
六
年
九
月
―

一
〇
月
、

一
〇
　
一
九
九
九
年

一
〇
月

―

一
二
月
、　
一
一　

一
一〇
〇

一
年
三
月
１
四
月

発
掘
機
関
　
　
一
―
三

明
石
市
教
育
委
員
会

(明石・須磨 )

3

（第
三
次

・
七

―

一
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四
―

一
一　
明
石
市
教
育
委
員
会
。明
石
市
立
文
化
博
物
館

４
　
調
査
担
当
者
　
一
・
六

・
七

・
一
〇
　
山
下
俊
郎
、
二
　
山
下
俊
郎

・
稲

原
昭
嘉
、
三
―
五
　
稲
原
昭
嘉
、
人

。
九
　
山
下
俊
郎

・

井
上
智
代
、　
一
一　
山
下
俊
郎

・
黒
田
友
紀
子

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
館
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

明
石
城
は
、
朝
霧
川
と
明
石
川
に
よ
っ
て
画
さ
れ
た
中
位
段
丘
の
西
南
端
に

立
地
し
た
平
山
城
で
あ
る
。
西
国
の
外
様
大
名
に
対
し
て
の
押
さ
え
の
拠
点
と

し
て
、
将
軍
徳
川
秀
忠
の
命
を
受
け
、
小
笠
原
忠
政
に
よ
り
築
か
れ
た
。
築
城

は
元
和
五
年

（
三
全

九
）
正
月
よ
り
始
め
ら
れ
た
。
標
高
約
二
四
ｍ
の
台
地

の
西
南
部
に
本
九
を
置
き
、
西
に
西
曲
輪
、
東
に
二
の
九
、
三
の
九
が
配
さ
れ

た
。
本
丸
四
隅
に
は
三
層
の
隅
櫓
が
建
て
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
主
郭
南
側
の
平

地
に
広
が
る
本
三
の
九
に
は
、
御
下
屋
敷
と
馬
屋
、
家
老
屋
敷
が
置
か
れ
た
。

本
九
、
二
の
九
、
三
の
九
の
石
垣
、
土
塁
工
事
は
幕
府
の
直
営
で
、
本
三
の
九

石
垣
と
土
塁
の
工
事
は
幕
府
と
小
笠
原
家
の
共
同
で
、
さ
ら
に
、
侍
屋
敷
の
工

事
は
小
笠
原
家
の
単
独
で
そ
れ
ぞ
れ
行
な
わ
れ
た
。
元
和
六
年
四
月
に
明
石
城

は
完
成
し
、
小
笠
原
忠
政
は
船
上
城
か
ら
新
城
に
移

っ
た
。

城
下
町
は
、
築
城
と
並
行
し
て
造
ら
れ
た
。
南
側
に
は
海
岸
を
掘
り
下
げ
て

築
か
れ
た
人
工
の
明
石
港
が
あ
る
。
武
家
屋
敷
は
城
郭
を
取
り
囲
む
よ
う
に
東
、

南
、
西
部
に
展
開
し
、　
一
部
の
足
軽
屋
敷
を
除
い
て
ほ
ぼ
外
堀
内
に
お
さ
め
ら

明石城武家屋敷跡木簡出土地点詳細図



れ
て
い
る
。
武
家
屋
敷
は
、
道
路
に
よ
っ
て
区
画
さ
れ
た
長
方
形
街
区
を
短
冊

形
に
区
切
っ
た
敷
地
か
ら
な
る
。

武
家
屋
敷
が
立
地
す
る
地
形
は
、
本
九
が
立
地
す
る
段
丘
崖
下
の
平
地
部
で

あ
り
、
海
岸
ま
で
に
並
行
し
て
三
列
の
砂
堆
が
認
め
ら
れ
る
。
「享
保
年
間
明

石
町
之
図
」
「文
久
年
間
明
石
町
之
図
」
（以
下
、
「享
保
年
間
図
」
「文
久
年
間

図
」
と
略
称
す
る
）
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
家
臣
の
居
住
区
や
屋
敷
割
が
記
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
を
み
る
と
、
重
臣
の
屋
敷
は
、
中
堀
に
沿
い
東
西
に
走
る
通
り

に
面
し
た
所
と
、
太
鼓
門
と
大
手
御
門
と
を
結
ぶ
南
北
の
通
り
の
両
側
に
多
く

配
さ
れ
て
い
る
。

武
家
屋
敷
跡
の
調
査
は
、　
一
九
八
五
年
の
山
陽
電
鉄
立
体
交
差
事
業
に
伴
う

確
認
調
査
に
始
ま
り
、
現
在
ま
で
に

一
〇
三
件
実
施
さ
れ
て
い
な
。
標
高
二
ｍ

前
後
の
沖
積
地
に
立
地
す
る
た
め
、
木
製
品
の
遺
存
状
況
も
良
好
で
あ
る
。
今

回
は
、
既
報
告
の
第
七
地
点

（Ｙ
Ｍ
１
２
）、
第

一
〇
地
点

（Ｈ
Ｏ
１
２
）
（以
上
、

本
誌
第

一
三
号
）、
第
二

一
地
点

（Ｏ
Ａ
１
７
）、
第
二
二
地
点

（Ｏ
Ａ
１
８
）
（以

上
、
本
誌
第
一
九
号
）
を
除
く
、
こ
れ
ま
で
に
整
理
済
み
の
本
誌
未
掲
載
木
簡
全

点
を
紹
介
す
る
。

一　
明
石
城
武
家
屋
敷
跡
第

一
地
点

一
九
八
五
年

一
一
月
か
ら
、
山
陽
電
鉄
本
線
連
続
立
体
交
差
事
業
に
伴
う
遺

跡
確
認
調
査
を
実
施
し
た
。
計
画
に
よ
る
と
、
電
車
の
軌
道
は
、
城
郭
を
取
り

囲
む
よ
う
に
東
部

・
南
部

・
西
部
に
配
置
さ
れ
た
武
家
屋
敷
の
ほ
ぼ
中
央
を
東

西
方
向
に
走
る
。
調
査
は
原
則
と
し
て
、
東
か
ら
二
ｍ
×
二
ｍ
の
坪
を
二
〇
ｍ

間
隔
で
設
定
し
、
遺
跡
の
確
認
に
あ
た
つ
た
。

木
簡
は
、
二
点
出
上
し
た
。　
一
点
は
、
坪

一
人
で
検
出
し
た
幅
約
三

・
五
ｍ

深
さ
約

一
ｍ
の
溝
か
ら
出
土
し
た
。
木
簡
と
と
も
に
、
陶
磁
器
類
、
木
製
品

（漆
器
椀
。
下
駄
・
曲
物
）、
焼
塩
重
な
ど
が
多
量
に
出
土
し
た
。
陶
磁
器
は
、

肥
前
系
の
染
付
椀

。
皿

・
鉢
類
で
、　
一
七
世
紀
後
半
か
ら

一
人
世
紀
前
半
ま
で

に
比
定
さ
れ
る
も
の
が
多
い

（第

一
次
調
査
）。
も
う

一
点
は
、
坪
四
五
で
牛
の

足
跡
の
残
る
水
田
跡
を
確
認
し
た
た
め
、
そ
こ
か
ら
坪
四
六
と
を
結
ん
で
設
定

し
た
二
ｍ
×
二
〇
ｍ
の
ト
レ
ン
チ
の
盛
土
中
か
ら
出
上
し
た
。
調
査
区
が
旧
国

鉄
明
石
駅
の
構
内
で
あ
つ
た
こ
と
か
ら
、
木
簡
は
列
車
な
ど
の
運
行
に
関
係
す

る
資
料
と
考
え
る

（第
三
次
調
査
）。

二
　
明
石
城
武
家
屋
敷
跡
第
二
地
点

（Ｙ
Ｍ
１
１
）

「文
久
年
間
図
」
に
よ
る
と
、
調
査
地
点
は

「大
井
」
「藤
井
」
「大
村
」

「若
宮
」
の
四
家
の
敷
地
に
ま
た
が
る
範
囲
に
相
当
す
る
。
調
査
で
は
屋
敷

一

棟
分
の
礎
石
建
物
跡
や
屋
敷
境
の
溝
、
土
坑
、
井
戸
な
ど
を
検
出
し
た
。
屋
敷

の
表
入
り
口
の
敷
居
付
近
か
ら
は
素
焼
き
の
重
が
十
数
個
体
見
つ
か
っ
て
お
り
、

胞
衣
を
収
め
た
重
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
木
簡
は
、
土
坑
Ｓ
Ｋ
二
人
か
ら

一

点
出
土
し
て
い
る
。
当
土
坑
か
ら
は
、　
一
九
世
紀
の
磁
器
な
ど
が
伴
出
し
た
。

〓
一　
明
石
城
武
家
屋
敷
跡
第

一
二
地
点

（Ｏ
Ａ
１
４
）

「享
保
年
間
図
」
「文
久
年
間
図
」
の
両
絵
図
に
よ
る
と
、
調
査
地
点
は

「落
合
」
家
の
屋
敷
地
の
東
南
部
に
相
当
す
る
。
調
査
で
は
屋
敷
境
の
溝

・
土

坑

・
井
戸
な
ど
を
検
出
し
た
。
木
簡
は
、
三
点
出
土
し
た
。　
一
点
は
、　
一
九
世
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紀
か
ら
幕
末
の
廃
棄
土
坑
Ｓ
Ｋ
〇
三
か
ら
、　
一
人
世
紀
後
半
か
ら

一
九
世
紀
に

か
け
て
の
陶
磁
器
類
と
と
も
に
出
土
し
た
。　
一
点
は
、　
一
七
世
紀
後
半
か
ら

一

人
世
紀
前
葉
ま
で
の
陶
磁
器
類
が
伴
出
す
る
土
坑
Ｓ
Ｋ
二
四
か
ら
出
上
し
た
。

ま
た
、
調
査
区
中
央
北
寄
り
の
地
点
か
ら
は
、
径
六
ｍ
深
さ

一
・
二
ｍ
の
円
形

を
し
た
土
抗
Ｓ
Ｋ
三
五
が
見
つ
か
っ
た
。
内
部
か
ら
は
、　
一
七
世
紀
中
葉
の
陶

磁
器
類
や
漆
器
椀
、
下
駄
な
ど
と
と
も
に
、
木
簡
が
出
土
し
た
。

四
　
明
石
城
武
家
屋
敷
跡
第

一
人
地
点

（Ｈ
Ｏ
１
４
）

「文
久
年
間
図
」
に
よ
る
と
、
外
堀
の
北
肩
部
に
相
当
す
る
。
調
査
の
結
果
、

絵
図
の
記
載
を
裏
付
け
る
よ
う
に
堀
Ｑ
肩
が
検
出
さ
れ
た
。
埋
土
か
ら
は
、　
一

七
世
紀
前
葉
か
ら
幕
末
に
か
け
て
の
陶
磁
器
類
が
多
量
に
出
上
し
た
。
木
簡
は

二
点
認
め
ら
れ
た
。

五
　
明
石
城
武
家
屋
敷
跡
第

一
九
地
点

（Ｏ
Ａ
１
６
）

「文
久
年
間
図
」
に
よ
る
と
、
調
査
地
点
は

「落
合
」
家
の
屋
敷
地
に
相
当

す
る
。
調
査
で
は
土
坑
、
井
戸
な
ど
を
検
出
し
た
。
木
簡
は
、
九
点
出
土
し
て

い
る
。
①
は
土
坑
Ｓ
Ｋ
四
三
か
ら
出
土
し
た
。
伴
出
遺
物
に
は

一
七
世
紀
中
葉

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
陶
磁
器
や
焼
塩
壺
、
漆
器
椀
、
箸
な
ど
が
あ
る
。
②
は

一

人
世
紀
後
葉
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
土
抗
Ｓ
Ｋ

一
九
か
ら
出
土
し
た
。
①
ｌ
Ｏ
は
、

径
六
ｍ
深
さ

一
。
二
皿
で
壁
面
に
編
ん
だ
竹
を
貼
り
付
け
た
穴
蔵
と
見
ら
れ
る

土
坑
Ｓ
Ｋ
三
四
か
ら
出
土
し
た
。
こ
の
土
坑
か
ら
は

一
七
世
紀
中
葉
の
陶
磁
器

類
や
漆
器
椀
、
下
駄
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
Ｏ
③
は

一
人
世
紀
後
葉
に
位
置

づ
け
ら
れ
る
土
坑
Ｓ
Ｋ
四

一
か
ら
出
土
し
た
。
①
は
土
坑
Ｓ
Ｋ
〇
三
か
ら
出
土

し
た
。
眠
平
焼
椀
な
ど
が
伴
出
し
て
お
り
、
幕
末
以
降
の
廃
棄
土
坑
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。

エハ
　
明
石
城
武
家
屋
敷
跡
第
二
四
地
点

（Ｈ
Ｎ
１
１
）

調
査
地
点
は
、
武
家
屋
敷
跡
の
東
南
に
位
置
し
、
「文
久
年
間
図
」
に
み
え

る

「東
中
ノ
丁
」
通
り
の
南
に
面
す
る
。
絵
図
に
よ
れ
は
、
調
査
区
の
東
か
ら

「宮
崎
」
「桜
井
」
冨
一好
」
「間
宮
」
家
が
あ
っ
た
。

調
査
地
は
、
通
り
に
面
し
て
建
て
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
武
家
屋
敷
の
裏
手
側
に

あ
た
る
。
幕
末
に
は
桜
井
家

・
間
宮
家
の
屋
敷
地
で
あ
っ
た
位
置
に
お
い
て
、

屋
敷
か
ら
排
出
さ
れ
た
水
を
蓄
え
る
池
を
検
出
し
た
。
ま
た
、
桜
井
家
の
敷
地

か
ら
厨
房
と
考
え
ら
れ
る
掘
立
柱
建
物
を

一
棟
検
出
し
た
。
厨
房
か
ら
の
排
水

は
池

へ
、
池
か
ら
排
出
さ
れ
た
水
は
小
さ
な
溝
に
よ
っ
て
北
の
屋
敷
境

へ
と
導

か
れ
て
い
た
。
溝
の
途
中
に
桟
瓦
を
割

っ
て
敷
き
詰
め
た
洗
い
場
と
考
え
ら
れ

る
遺
構
が
伴
う
こ
と
か
ら
、
上
水
道
な
ど
に
よ
っ
て

一
定
量
の
水
が
流
さ
れ
て

い
た
と
考
え
て
い
る
。

木
簡
は
、
排
水
溝
に
よ
っ
て
切
ら
れ
て
い
る
土
抗
Ｓ
Ｋ

一
一
三
か
ら
二
点
出

土
し
た
。
伴
出
遺
物
に
は
、　
一
七
世
紀
後
半
か
ら

一
人
世
紀
前
半
ま
で
の
肥
前

系
磁
器

（そ
ば
猪
日
・
椀
）、
備
前
焼
精
鉢
、
土
師
質
人
形
、
灯
明
具
な
ど
が
あ

之０
。七

　
明
石
城
武
家
屋
敷
跡
第
五
三
地
点

（Ｙ
Ｍ
１
ｌｏ
）

調
査
地
点
は
、
武
家
屋
敷
の
東
部
中
央
に
位
置
し
、
「文
久
年
間
図
」
に
あ

る

「山
下
門
通
」
の
西
に
面
す
る
。
絵
図
に
よ
れ
ば
、
享
保
年
間
は

「桑
山
」



家
、
文
久
年
間
は

「小
林
」
家
の
屋
敷
地
で
あ
っ
た
。

震
災
復
興
に
伴
う
発
掘
調
査
の
た
め
、
遺
構
面
ま
で
掘
削
の
及
ぶ
範
囲
を
対

象
に
調
査
区

（Ｉ
区
Ｉ
Ⅵ
区
）
を
設
定
し
て
調
査
に
あ
た
つ
た
。
そ
の
結
果
、

調
査
区
の
ほ
ぼ
全
域
か
ら
耕
作
土
が
認
め
ら
れ
た
。
武
家
屋
敷
の
遺
構
が
見
あ

た
ら
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
屋
敷
２
暴
手
に
広
が
る
畑
地
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い

る
。
わ
ず
か
に
Ⅵ
区
で
検
出
し
た
杭
列
が
、
建
物
の
存
在
を
想
定
さ
せ
た
。

木
簡
は
、
Ⅵ
区
の
杭
列
の
西
を
南
北
方
向
に
走
る
溝
Ｓ
Ｄ
Ｏ
二
か
ら

一
点
出

土
し
た
。
伴
出
遺
物
に
は
、　
一
七
世
紀
後
半
か
ら

一
人
世
紀
前
半
ま
で
の
肥
前

系
磁
器

・
染
付
椀
、
施
釉
陶
器

・
呉
器
手
椀
、
土
師
皿
な
ど
が
あ
る
。

人
　
明
石
城
武
家
屋
敷
跡
第
六
〇
地
点

（Ｙ
Ｍ
１
１１
）

調
査
地
点
は
、
武
家
屋
敷
の
東
部
中
央
に
位
置
し
、
「文
久
年
間
図
」
に
あ

る

「山
下
丁
」
通
り
の
南
に
面
し
、
四
〇
〇
坪
近
い

「大
藤
」
家
の
屋
敷
地
の

ほ
ぼ
全
域
に
あ
た
る
。

調
査
区
を
三
分
す
る
よ
う
に
、
中
央
部
分
を
東
西
方
向
に
溝
が
走
り
、
そ
の

北
側
と
南
側
で
は
土
地
利
用
の
形
態
が
大
き
く
異
な
る
。
北
側
は
中
央
部
分
が

広
い
空
閑
地
と
な
り
、
第

一
生
活
面

（
一
七
世
紀
―
一
八
世
紀
）
で
は
そ
の
東
に

池
が
、
第
二
生
活
面

（
一
八
世
紀
―
一
九
世
紀
）
で
は
空
閑
地
の
東
西
両
端
に
柱

穴
が
点
々
と
並
び
、
周
辺
部
で
大
き
な
廃
棄
土
坑
を
検
出
し
た
。
こ
の
空
閑
部

分
に
建
物
が
建
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
。
南
側
は
、
第

一
生
活
面

か
ら
浅
く
掘
ら
れ
た
土
坑

・
柱
穴
を
数
多
く
検
出
し
た
が
、
第
二
生
活
面
か
ら

は
若
千
の
遺
構
を
検
出
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
第

一
生
活
面
の
東
南
部
分
で
検
出

し
た
畝
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
畑
地
と
し
て
の
利
用
が

想
定
で
き
る
。

木
簡
は
、
武
家
屋
敷
が
存
在
し
た
と
推
測
さ
れ
る
東
西
約

一
二
ｍ
南
北
約

一

〇
ｍ
の
空
閑
地
の
東
に
掘
ら
れ
た
、
長
辺
五

。
六
ｍ
短
辺
三
ｍ
深
さ

一
・
二
ｍ

の
隅
九
方
形
を
し
た
土
坑
Ｓ
Ｋ
三
二
か
ら

一
点
検
出
し
た
。
伴
出
遺
物
に
は
、

一
七
世
紀
後
半
か
ら

一
人
世
紀
前
半
ま
で
の
肥
前
系
磁
器
椀
、
備
前

・
丹
波

・

堺
焼
悟
鉢
、
軒
丸
瓦

（桐
紋
）
な
ど
が
あ
る
。

九
　
明
石
城
武
家
屋
敷
跡
第
七
五
地
点

（Ｙ
Ｍ
１
１４
）

調
査
地
点
は
、
武
家
屋
敷
の
東
部
に
位
置
し
、
「享
保
年
間
図
」
の

「入

江
」
家
の
敷
地
に
あ
た
り
、
「文
久
年
間
図
」
で
は
三
分
さ
れ
、
北
に

「貸
長

屋
」
、
南
に

「吉
村
」
家
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

発
掘
区
域
は
武
家
屋
敷
の
裏
手
部
分
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
、
排
水
溝

・
上

水
道

・
廃
棄
土
坑

・
埋
桶
な
ど
の
遺
構
を
検
出
し
た
。
木
簡
は
、
一
百
〔出
土
し

て
い
る
。
と
も
に
、
東
西
が
約
二
ｍ
南
北
が
約
四
ｍ
の
土
抗
Ｓ
Ｋ
二
〇
〇
人
か

ら
で
、
深
さ
が
約

一
飢
と
深
く
、
池
の
可
能
性
が
あ
る
。
出
土
し
た
土
器
か
ら
、

一
人
世
紀
末
か
ら
幕
末
ま
で
の
時
期
に
埋
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
〇
　
明
石
城
武
家
屋
敷
跡
第
人
六
地
点

（Ｙ
Ｍ
１
１５
）

調
査
区
は
、
武
家
屋
敷
の
東
部
に
位
置
し
、
南
は

「山
下
丁
」
、
東
は

「沼

ノ
丁
」
の
通
り
に
面
す
る
角
地
に
あ
た
る
。
文
久
年
間
に
は
南
に

「荒
井
」
家
、

北
に

「池
田
」
家
、
享
保
年
間
に
は
南
に

「三
輪
」
家
、
北
に

「松
川
」
家
が

あ
っ
た
こ
と
、
調
査
範
囲
は
そ
れ
ら
の
屋
敷
全
域
に
及
ぶ
こ
と
が
絵
図
か
ら
わ
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か
る
。
調
査
区
の
南
半
を
Ｉ
区
、
北
半
を
Π
区
と
し
て
、
調
査
を
実
施
し
た
。

発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
二
間
×
九
間
の
建
物
、
二
間
幅
の
開
き
戸
と

一
間
幅

の
く
ぐ
り
戸
を
も
つ
門
、
池
、
井
戸
、
水
道
、
溝
な
ど
の
遺
構
を
検
出
し
た
。

確
実
に
江
戸
時
代
と
考
え
ら
れ
る
井
戸
は
、　
一
基
も
検
出
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
敷
設
さ
れ
た
上
水
道
及
び
中
堀
か
ら
外
堀

へ
通
じ
る
排
水
溝
な
ど
か
ら

生
活
用
水
の
供
給
を
受
け
て
い
た
可
能
性
が
想
定
で
き
る
。

木
簡
は
、
Ⅱ
区
に
お
い
て
遺
構
面
を
検
出
中
に
埋
土
か
ら

一
点
出
土
し
た
。

伴
出
遺
物
に
は
、　
一
七
世
紀
中
葉
か
ら
後
棄
ま
で
の
肥
前
系
施
釉
陶
器
香
炉

・

鉢

・
刷
毛
目
椀
、　
一
七
世
紀
後
半
か
ら

一
人
世
紀
前
半
ま
で
の
染
付
磁
器
椀
、

瓦
質
規
炉
、
瀬
戸
美
濃
系
椀

・
植
木
鉢
な
ど
が
あ
る
。
な
お
、
刀
の
刃
紋
を
墨

描
き
し
た
墨
画
板

（長
登
≡
一一五
ｍｍ
幅
四
二
ｍｍ
厚
さ
九
∪
　
一
点
が
出
土
し
た
。

こ
の
墨
画
板
の
上
部
は
欠
失
し
て
い
る
。

一
一　
明
石
城
武
家
屋
敷
跡
第
九
三
地
点

（Ｙ
Ｍ
１
１８
）

調
査
区
は
武
家
屋
敷
の
東
部
に
位
置
し
、
北
に
は

「沼
ノ
丁
」
の
通
り
が
東

西
に
走
る
。
調
査
区
は

「文
久
年
間
図
」
に
あ
る

「磯
部
」
家
に
あ
た
る
。
調

査
対
象
は
、
同
家
の
敷
地
を
南
北
方
向
に
短
冊
形
に
地
割
し
た
西
側
三
分
の
一

の
部
分
に
あ
た
る
。

発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
調
査
区
の
東
端
を
南
北
方
向
に
走
る
杭
列
、
井
戸
三

基
、
多
数
の
廃
棄
土
坑
を
検
出
し
た
。
近
世
か
ら
現
代
ま
で
の
井
戸
が
、
重
複

す
る
よ
う
に
、
道
路
に
近
い
位
置
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
。
通
常
、
屋
敷
の
裏

手
に
掘
ら
れ
る
井
戸
が
こ
の
位
置
で
検
出
さ
れ
る
の
は
特
異
な
こ
と
で
、
水
脈

の
関
係
と
考
え
ら
れ
る
。

木
簡
は
四
点
出
土
し
て
お
り
、
内
径
が
約
五
二
伽
の
桶
を
積
み
上
げ
た
井
戸

側
を
も
つ
井
戸
Ｓ
Ｅ
〇
三
か
ら
検
出
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
明
石
城
武
家
屋
敷
跡
第

一
地
点

第
一
次
調
査

〔Ｗ
　
　
　
「
ｏ
［旧
日
日
日
日
日‐‐日
日
日
□
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞∞×
〕卜
い×
］　
ΦＰＰ

第
二
次
調
査

②
　
。「一明霰

間
）

九
三

正

。
「京
神
下
三
号

Ｏ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｐ伽〇
〉〈∞∞
∽
〉〈『　　ＯＰＰ

ω
②
は
と
も
に
、　
一
部
欠
損
し
て
い
る
が
ほ
ぼ
完
存
で
あ
る
。

一
一　
明
石
城
武
家
屋
敷
跡
第
三
地
点

（Ｙ
Ｍ
１
１
）

□
左

□

（
冨

じ

×

貧

９

×

］

り
　

ｏ
盟

上
部
も
下
部
も
欠
失
し
て
い
て
、
腐
食
も
進
ん
で
い
る
。

〓
一　
明
石
城
武
家
屋
敷
跡
第

一
二
地
点

（Ｏ
Ａ
１
４
）



Ｓ
Ｋ
〇
三

ω
　
。
「
　
　
　
口

回

ｏ
□
□
日
Ｈ
Ｈ
□

日
□

」

。
「
ｏ
御
役
人
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
μ∞受
∞斐
患

ｏ〓

Ｓ
Ｋ
二
四

⑫

　

「
ｏ
て
ん
か
く
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
解∞斐
（解誤
Ｘ
Ｎ
８
Ｐ

Ｓ
Ｋ
三
五

０

　

「

ｏ

谷

八

木

村

藤

□

よ

り

」
　

　

　

　

　

　

Ｐ
卜
反

毬

為

ф

常

Ｐ

ω
は
、
荷
札
と
見
ら
れ
る
。
全
体
的
に
腐
食
が
進
み
、
上
部
は
表
面
が
剖
離

し
て
い
る
。
②
は
上
部
の
一
部
は
欠
損
し
、
左
側
面
は
欠
失
、
ま
た
、
下
部
が

裂
け
て
い
る
。
０
は

一
部
欠
損
し
て
い
る
が
ほ
ぼ
完
存
し
て
い
る
。
「谷
八
木

村
」
は
、
明
石
城
下
西
方
約
五
・
五
臨
に
所
在
す
る
村
で
あ
る
。

四
　
明
石
城
武
家
屋
敷
跡
第

一
人
地
点

（Ｈ
Ｏ
１
４
）

ω

　

「時
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ

Ｘ
こ

溢

ｏ解

②
　
。
「御
日
Ｈ
日
Ｈ
日
□

名

口

日

□

□

□

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
Ｐ
¨
∞
Ｘ

］
巽

卜

寓

ｏ

ω
は
下
部
と
右
側
面
が
欠
失
し
、
残
存
は

一
部
で
あ
る
。
②
は
下
部
が
欠
損

し
て
お
り
、
腐
食
も
進
ん
で
い
る
。
い
ず
れ
も
荷
札
と
見
ら
れ
る
。

五
　
明
石
城
武
家
屋
敷
跡
第

一
九
地
点

（Ｏ
Ａ
１
６
）

土
坑
Ｓ
Ｋ
四
三

ｍ
ｗ
　
　
　
「口
日
日
Ｔ
Ｈ
日日
］」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ＰＰ∞
×
∞］
×
卜
　
ｏ岸Ｐ

土
坑
Ｓ
Ｋ
一
九

Ｇ

的
じ

×

含

∞
じ

×

Ｇ

）

ｏ
２

①

　

「
＜
西
八
木
村
又
次
郎
」
　
　
　
　
　
　
　
Ｆ『撰
∞巽
ぎ

ｏ協

ω
　
ｏ
「
＜
く
ら
さ
け

一
本
　
　
」

。
「
＜
勘
三
郎
よ
り
庄
大
夫
」
　
　
　
　
　
　
μ卜反
囀巽
誤

ｏ器

①

　

「
。
三
□

　
佐
左
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
　
（ＰЮｏＸ
∞撰
ω
常
ｏ

Ｏ
　
。
「
＜
炭
籠

。
「
＜
弥
兵
衛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（∞∞て
（中］更
ヽ
寓
Φ

義     (2)

≦ キ設計目
四
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土
坑
Ｓ
Ｋ
四
一

０

　

□

③
　
　
ё「出期

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（嗚卜）〉〈（Ｓ∞）〉〈囀
∞
　
〇∞Ｐ

土
坑
Ｓ
Ｋ
〇
三

①

　

「金
二
円

口

回

Ｅ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

卜
Ｐ
登

透

昌

②
は
桶
の
一
部
で
あ
る
。
墨
書
は
、
木
桶
の
把
手
部
に
記
さ
れ
て
い
る
。

①
は
完
存
し
て
お
り
、
状
態
も
良
好
で
あ
る
。
「西
八
木
村
」
は
明
石
城
下

か
ら
約
六
甑
西
方
の
海
岸
部
に
位
置
す
る
村
で
あ
る
。

④
は
一
部
欠
失
し
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
完
存
し
て
い
る
。

働
は
下
部
が
欠
失
し
、
腐
食
し
て
い
る
。
０
は
下
部
と
片
側
面
が
久
失
し
て

い
る
。

０
は
両
側
面
が
久
失
し
て
お
り
、
残
存
は

一
部
で
あ
る
。
①
は
上
部
と
両
側

面
が
欠
失
し
て
い
て
、
残
存
は
一
部
で
あ
る
。
０
０
は
い
ず
れ
も
薄
板
に
記
さ

れ
て
い
る
が
板
目
に
沿
い
、
両
側
縁
は
折
れ
て
い
る
。
９
は
完
存
と
思
わ
れ
る
。

エハ
　
明
石
城
武
家
屋
敷
跡
第
二
四
地
点

（Ｈ
Ｎ
１
１
）

ω
　
。
「同
日
日
Ｈ
Ｈ
Ｈ
日
□
」

。
「［日日日日日日日日日
日日日日日日日日日］」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｐ］『
〉〈∞〇
×
ドド　　ＯＰ岸

②
　
。
畦
頭
七
左
衛
門
　
　
　
」

。

福
住
村
米
屋
善
口
回
」
　
　
　
　
　
　
　
（］こ
益
実
ｏ
ｏ毬

①
は
一
部
欠
損
し
て
い
る
が
ほ
ぼ
完
存
で
あ
る
。
墨
書
が
重
な
り
判
読
が
困

難
で
あ
る
。
②
は
上
端
部
が
欠
失
し
て
い
る
。

七
　
明
石
城
武
家
屋
敷
跡
第
五
三
地
点

（Ｙ
Ｍ
１
ｌｏ
）

ｍ
〕　
　
　
「［Ｈ
日Ｈ
日
日日
Ｈ
Ｈ
□
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ∞∞
×
中ヽ
×
Ｐｏ
　
ｏＰμ

完
存
し
て
い
る
。
重
書
の
た
め
判
読
は
困
難
で
あ
る
。

人
　
明
石
城
武
家
屋
敷
跡
第
六
〇
地
点

（Ｙ
Ｍ
Ｉ
Ｈ
）

ω

　

「
＜

ｏ

日

日

Ｈ

□

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
Ｐ
こ

巡

癸

誤

ｏ
毬

下
部
が
欠
失
し
て
い
る
。
頭
部
に
切
り
込
み
と
穿
孔
が
認
め
ら
れ
る
。
墨
は

不
明
瞭
で
判
読
が
困
難
で
あ
る
。

ぐ

り

×

含

じ

×

Ｏ

）

ｏ
盟



≧
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ｌ

ｉ
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ｌ
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五 (6)

r「 111lb

睾
六 (1) 聰 ＼＼＼＼＼＼V

五 (2)

「
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五 (5)六 (2)
…

一〇 (1)

簿

盈



九
　
明
石
城
武
家
屋
敷
跡
第
七
五
地
点

（Ｙ
Ｍ
１
１４
）

ω

　

「納
豆

雲
晴
寺
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
Ｐ∞衆
桐
ｏ
ｏ常

②

　

「
三
国
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戯
Φ受
訓
長

８
Ｐ

い
は
曲
物
の
蓋
で
あ
る
。
完
存
し
て
お
り
、
状
態
も
良
好
で
あ
る
。
②
は
曲

物
の
底
板
に
墨
書
が
あ
る
。
完
存
し
て
お
り
、
状
態
も
良
好
で
あ
る
。
な
お
、

径
九
二
ｍ
は
底
板
の
み
、
高
四
四
剛
は
側
板
を
含
め
た
山
物
自
体
の
高
さ
で
あ

ＺＯ
。一

〇
　
明
石
城
武
家
屋
敷
跡
第
入
六
地
点

（Ｙ
Ｍ
１
１５
）

ω
　
。
「
ｏ
　
数
十
六
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

名
ｏ回船棘炉飢桐衛
門様
　大坂御嫡妊励�却」

Ｐ
『
ｏ
×
］
Φ
×
働
　
ｏ
解
Ｐ

⑪
は
一
部
欠
損
し
て
い
る
が
ほ
ぼ
完
存
し
て
い
る
。

一
一　
明
石
城
武
家
屋
敷
跡
第
九
二
地
点

（Ｙ
Ｍ
１
１８
）

ω

　

「口
□
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戯
ｅ
∞Ｘ
桐
ヽ
ｏ解

②

　

「
ｏ
納
豆

月

照

寺

」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

蔵

Ｐ
Ｓ

×
莉

い

８

Ｐ

①

　

「納
豆

ｏ

月

照

寺

」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

耐

Ｐ
卜
撰

価

伽

ｏ
露

ω

　
　

・寺
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甫
（Ｐｏ伽Ｘ
枷
ヽ
ま
Ｐ

ω
ｌ
い
は
曲
物
の
蓋
と
思
わ
れ
る
。
ω
は
、
両
側
面
が
欠
失
し
て
い
る
。
②

は
、
中
央
付
近
で
割
れ
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
完
存
し
て
い
る
。
月
照
寺
は
、
明
石

市
内
に
所
在
す
る
寺
院
で
、
隣
接
す
る
柿
本
神
社
と
と
も
に
柿
本
人
麻
呂
に
由

来
す
る
も
の
と
し
て
知
ら
れ
る
。
０
は
、
ほ
ぼ
完
存
し
て
お
り
、
状
態
も
良
好

で
あ
る
。
い
は
、
上
部
が
欠
失
し
て
い
る
。

９
　
関
係
文
献

明
石
市
教
育
委
員
会

『明
石
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
概
報
　
平
成
三
年
度
』

（
一
九
九
三
年
）

兵
庫
県
教
育
委
員
会
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

『平
成
九
年
度
　
年
報
』

（
一
九
九
八
年
）

明
石
市
教
育
委
員
会

『明
石
市
文
化
財
年
報
　
平
成
九
年
度
』
全

九
九
九

年
）同

『明
石
市
文
化
財
年
報
　
平
成

一
〇
年
度
』
全
一〇
〇
〇
年
）

（稲
原
昭
嘉
）




